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（３）作物区分別の実施面積（A） 

  

令和４年度の実施面積を作物区分別にみると、水稲が55,367ha（全体に占める割合が 

67％。以下同じ。）で最も多く、次いで麦・豆類11,666ha（14％）、花き・その他7,055ha 

（9％）、いも・野菜類6,660ha（８％）、果樹・茶2,054ha（２％）の順となっている。 

 

        表２－４ 作物区分別の実施面積 

 

 

図２－２ 令和４年度作物区分別の実施面積割合 
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（４）地域ブロック別の実施面積（A） 

 

令和４年度の実施面積82,803haを地域ブロック別にみると、東北が20,599ha（全体に

占める割合が25％。以下同じ。）と最も多く、次いで北海道20,108ha（24％）、近畿が

15,880ha（19％）、北陸が8,142ha（10％）の順となっている。 

 

 表２－５ 地域ブロック別の実施面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－３ 令和４年度地域ブロック別の実施面積割合 
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（５）地域ブロック別・支援対象取組別の実施面積（A） 

   

令和４年度の実施面積の最も多い東北ブロックにおいて、支援対象取組別にみると堆

肥の施用が7,569ha（全体に占める割合が36％。以下同じ。）と最も多く、次いで地域

特認取組4,917ha（19％）、カバークロップ2,960ha（18％）、長期中干し2,603ha（84％）、

有機農業2,310ha（19％）の順となっている。 

また、北海道ブロックの「リビングマルチ」は2,865haと全国の97％を占めるほか、近

畿ブロックの「地域特認取組」は12,046haは全国の47％を占めている。 

 

表２－６ 地域ブロック別・支援対象取組別の実施面積 
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表２－７ 地域ブロック別・支援対象取組の実施面積（第２期初年度からの増減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）地域ブロック別・作物区分別の実施面積（A） 

 

令和４年度において実施面積の多い上位４ブロックを作物区分別にみると、 

① 東北においては、水稲が 18,843ha（全体に占める割合が 91％。以下同じ。）と全体

の９割を占め、次いで麦・豆類が 741ha（４％）となっている。 

② 北海道においては、麦・豆類が 8,887ha（44％）と最も多く、次いで花き・その他

4,382ha（22％）、いも・野菜類 3,382ha（17％）、水稲 3,388ha（17％）となってい

る。 

③ 近畿においては、水稲が 14,753ha（93％）と全体の９割を占め、次いで麦・豆類が

556ha（４％）となっている。 

④ 北陸においては、水稲が 6,647ha（82％）と全体の８割を占め、次いで花き・その他

が 1,175ha（14％）となっている。 




